
 

 

2026 年ノーベル化学賞の受賞に係る 

愛知県知事コメント 

 

昨日、東京理科大学の硤合
そ あ い

 憲
けん

三
そう

名誉教授及びパリ南大学の

アンリ・ボリス・カガン名誉教授が 2026 年のノーベル化学賞

を受賞されました。心からお慶び申し上げます。 

 

硤合先生及びカガン先生は、「不斉有機合成における非線形

効果と自己触媒作用の発見」により、ノーベル化学賞の受賞

となりました。この成果は、有機合成化学の発展に大きく貢

献するとともに、医薬品や機能性材料など幅広い分野の研究・

技術開発を支える重要な基盤となり、社会の発展にもつなが

るものと高く評価されています。 

 

硤合先生は、2023 年に名古屋大学の野依良治特別教授の名

を冠した「野依賞」を受賞されています。また、カガン先生は

名古屋大学物質科学国際研究センターの国際アドバイザリー

ボードを務められています。このように、愛知県との学術的

なつながりを有しているお二人が、この度のノーベル化学賞

の受賞という最高の栄誉に輝かれたことを、愛知県民として

大変誇りに感じております。 

 

 今回の受賞は、愛知で研究に励む研究者や次代を担う学生

の皆さんにとって、大きな励みになるものと思います。 

 

誠におめでとうございます。 

 

２０２６年１０月８日 

愛知県知事 大村秀章 

2026 年 10 月 8日（木） 

愛知県経済産業局産業部産業科学技術課 

科学技術グループ 

担当 佐藤、井上 

内線 5466、3459 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 052-954-6351 



硤合 憲三 氏 略歴 

 

1950 年 広島県生まれ                  

 

【主な経歴】 

1974 年 東京大学 理学部 化学科 卒業 

1976 年 東京大学大学院 理学研究科 修士課程化学専攻修了 

1979 年 東京大学大学院 理学研究科 博士課程化学専攻修了（理学博士取得） 

1979 年 日本学術振興会 奨励研究員 

1980 年 米国ノースカロライナ大学 博士研究員 

1981 年 東京理科大学 理学部第一部 応用化学科 講師 

1986 年 東京理科大学 理学部第一部 応用化学科 助教授 

1991 年 東京理科大学 理学部第一部 応用化学科 教授 

2017 年 東京理科大学 名誉教授 

 

 

【主な受賞歴】 

2000 年 日本化学会学術賞 

2007 年 文部科学大臣表彰 科学技術賞（研究部門） 

2011 年 日本化学会賞 

2012 年 紫綬褒章 

2016 年 東レ科学技術賞 

2023 年 野依賞 

2023 年 瑞宝中綬章 

2025 年 日本学士院賞 

2026 年 ノーベル化学賞（アンリ・カガン氏と共同受賞） 

 

（参考） 

野依賞：有機合成、特に不斉合成（キラル触媒による不斉反応）の領域において傑出

した業績を上げた化学者に授与される国際的な賞 



Henri B. Kagan（アンリ・B・カガン） 氏 略歴 

 

1930 年 フランス・ブローニュ＝ビヤンクール生まれ                  

 

【主な経歴】 

1954 年 パリ大学（ソルボンヌ） 卒業（理学士号取得） 

1960 年 コレージュ・ド・フランス 博士課程修了（理学博士取得） 

コレージュ・ド・フランス 博士研究員 

1962 年 パリ大学（オルセー校） 講師 

1968 年 パリ南大学（Université Paris-Sud） 教授 

1999 年 パリ南大学 名誉教授（現任） 

1998 年度 名古屋大学物質科学国際研究センター 国際アドバイザリーボード 

 

 

 

【主な受賞歴】 

1967 年 フランス化学会 Le Bel 賞 

1990 年 チューリッヒ連邦理工大学 プレローグ・メダル 

1991 年 ドイツ化学会 アウグスト・ヴィルヘルム・フォン・ホフマン・メダル 

1998 年 山田科学振興財団 山田賞 

1998 年 国際キラリティー・セミナー キラリティーメダル 

2001 年 ウルフ財団 ウルフ賞化学部門 

2001 年 エルゼビア テトラヘドロン賞 

2001 年 日本学術振興会 外国人著名研究者（JSPS Award） 

2002 年 有機合成化学協会 野依賞 

2005 年 フランクリン研究所 バウアー賞（ Benjamin Franklin Medal） 

2013 年 フランス化学会 ラヴォアジエ・メダル 

2026 年 ノーベル化学賞（硤合憲三氏と共同受賞） 


